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要約：2004年 4月に総合研究所に新たに「地域 ITS社会研究センター」が設立され 5年が経過した。地域 ITS

とは「地域のもつ固有の道路交通問題に対し、最適の電子通信技術を駆使したシステム導入により向上改善
を図り、地域住民の要望に答え、もって地域の活性化に寄与するものである」と定義され、地域密着の“草の
根 ITS”とも呼べるものである。設立当初 5年間で達成する“地域 ITS八策”を掲げて進めてきたが、一定の
成果を得たものと自己評価をしている。本論文でこの 5年間の成果を紹介する。

1. はじめに
　地域 ITS社会研究センターが設立され、5年が経
過した。その間に多くのプロジェクトを手がけ、既
に複数のシステムは実運用されている。元来、ITS 

(Intelligent Transport Systems) は実学の側面を持って
いると考えており、実用化されることは担当してい
る者にとって無上の喜びである。しかも、一部のシ
ステムは高知県内に留まらず、他県にも採用されて
いるが、これまで考えてきた、地域密着の“草の根
ITS”が評価されての事と考えている。そこで、本論
分では我がセンター設立の考えと、これまでの成
果、そして、関連する論文２編を紹介する。

2. センター設立時の公約
　設立に当たり、我々は大学に対し One Vision、
Three Principles and Eight Goals の公約（Manifests）を
行った。以下にその内容を紹介する。

  2.1  One Vision ：一つの基本的な考え
　高知工科大学の地域 ITS社会研究センターを“地
域 ITSのメッカ”とすべく、各地で得られた地域

ITSの成果などの共有化を図り、産学官協働の基に、
地域社会に適応した ITS施策を企画・立案し推進
する事により、地域社会の活性化に寄与する。尚、
“地域 ITS”とは地域のもつ固有の道路交通問題に対
し、最新の電子通信技術を駆使したシステム導入に
より向上改善を図り、地域住民の要望に答え、もっ
て地域の活性化に寄与するものある。

  2.2  Three Principles：三の行動方針
　地域 ITS推進のため、我々は以下の３の行動方針
に基づき活動する。
① 草の根 ITSの実現　
② Think Globally and Act Regionally

③ 健全なる研究センター運営

  2.3  Eight Regional ITS Goals：地域 ITS 八策
　5年以内（2008年度まで）に以下の八策を実現する。
一策　高知に根付く有益なる ITSを複数件導入
二策　草の根 ITS係数の提案
三策　センター卒業の専門家の育成
四策　ITS DL (e-Learning) の国内外版の開講
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五策　安定的な受託の実現
六策　Made-in Kochiの全国版地域 ITSの発信
七策　地域 ITS Plat-Formの充実
八策　活発な国際活動、学会活動
　
3. 5 年間の成果
　この５年間の活動を纏めると以下の事となる。

  3.1 地域 ITS 八策の達成度
　自己採点ながら 全体で 80点以上の達成度と考え
ている。特に特筆すべきは以下の内容である。

  3.1.1 一策 : 高知に根付く有益なる ITS を複
数件導入  

   既に我々が開発或いは関連する以下のシステムが
県内で実用化されている。尚、カッコ内は実用化さ
れた箇所数である。
・ 中山間道路走行支援システム（17箇所）
・ 規制表示板ＫＬ１（23箇所）
・ ノーガード電停安全対策（7箇所）　
・ 中山間歩行者注意喚起システム (1箇所）
・ トンネル歩行者対策（1箇所）
・ 高知県道路情報サイトKoCoRoの改良と運営（1式）
・ 地域版ジレンマ制御（1箇所）

  3.2.2 六策 : Made-in Kochi の全国版地域 ITS
の発信

　中山間道路走行支援システムは高知県以外 6県
（徳島、愛媛、静岡、岡山、島根、大分）でも採用さ
れたMade-in Kochiの全国発信システムである。

  3.2 発表論文
　これまで関連する学会や研究会に 80編発表を行
なった。その中の 32編は査読付き、又、14編は海
外発表であった。そこで、昨年度発表の以下の 2編
を添付にて紹介する。
・ ITSによる既存トンネル内のトンネル歩行者対策
の効果　岡村健志　交通学研究（添付資料 1）

・ 車の色情報のマッチングによる旅行時間計測　永
原三博　電気学会産業応用部門大会（添付資料 2）

  3.3 主たる外部活動、広報等
　多くの委員会や研究会に参加した。又、成果に
関してテレビ紹介 4回、新聞紹介 6回あった。更に、
以下の表彰も受けた。
・ 日刊工業新聞第二回モノづくり連携大賞特別賞
・ 第 26回日本道路会議優秀論文賞

・ コスト縮減四国地方整備局長賞
・ 平成 21年度電波の日四国総合通信局長表彰
・ 第 8回産学官連携推進会議国土交通大臣賞

4. 最後に
　2004年 4月に設立された我がセンターも 5年が
経過し、当初立てた目標も自己採点ながら合格点
をもらえたものと考えている。幾つかのシステム
が県内外に実用化され少なからず役に立っている
ことは技術者冥利に尽きると言える。平成 16年に
定められた IT新改革戦略（New IT Reform Strategy in 

2006）の中で「世界一安全な道路交通社会の実現」を
目指し、「2012年末に交通事故死者 5000人以下を
達成する」と具体的な目標も定められており ITSは
益々その必要性が高まるものと期待される。その
中で地域からの発信は重要と実感している。高知
の持つ喫緊の道路交通課題は　①高齢者の事故対
策、②中山間地域の移動の利便性、安全性対策　そ
して　③防災、減災対策と言え、恐らくこれらの課
題は全国共通の地域の課題と考えられる。このよ
うな課題解決に努力し、高知から全国へ、世界へ
と羽ばたきたいと考えている。そして、その際の
我々のモットーは“草の根 ITSの実現”そして“Think 

Globally and Act Regionally”である。即ち、高知のた
めの、高知による、そして、高知に根付く ITSを
実現すべく努力し、そのためには国際的視野を持っ
て進めたいと考えている。
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添付資料１　ITS による既存トンネル内の歩行者対策の効果　
岡村健志

　四国地方のトンネルは歩道が整備されていないにもかかわらず、遍路や通学歩行者等の経路として利用さ
れている。地方部では都市部に比べて利用者が少なく、このような状況において高額な費用を伴う抜本的な
対策を実施することは困難である。本研究では、そのような状況にある高知県黒潮町の井の岬トンネルおい
て、ITSを提案、導入、効果計測を行うとともに、地域の問題に対する ITSの活用適正について検証した。
　井の岬トンネルは 1968年竣工、延長 315m、歩道（監査歩廊）幅員 0.75mの 2車線トンネルである。導入し
たシステムのイメージを図 1に示す。システムは歩行者がトンネル内を通行している間に、押しボタンやマッ
トセンサにより歩行者を検知し、トンネル手前に設置された LED警告灯付情報板および歩道部を点滅させ
ることで走行する車両に対して注意喚起を図るものである。
　システム導入後、トンネルを通過するドライバーや歩行者といった利用者に対してアンケート調査を実施
するとともに車両挙動観測調査などを実施し、利用者の安心感や歩車間隔の確保などといったシステムの効
果を把握した。詳しくは筆者らの研究（2007）を参考されたい。これらの結果は ITSが現象効果として作用し
たことを確認したに過ぎず、ITSの取り組みが適正であったことを説明するものではない。そこで、事業関
係者や利用者らの意見から地域の問題構造をロジックモデル化するとともに各種の事業と機能との関係性を
一体化し、歩行者対策の効果構造モデル（図 2）を構築した。その結果、問題解決に必要なアウトカムやアウ
トカムと ITSとの効果構造を明示化し、導入したシステムの重要性について明らかにした。

図 1　システムイメージ 図 2　歩行者対策の効果構造モデル
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添付資料２　CCTV を利用した郊外部での旅行時間計測について
永原三博

　
　国土交通省や都道府県の道路管理者は、管理業務を確実に遂行するため、道路を 24時間観測し道路状況・
異常事象を確実に把握することが望ましい。また代替路線のない地域ではイベント開催時等に突発的な渋滞
が発生する可能性がある。道路状態を常時監視することは、人員やコストの制限により不可能である。低コ
ストで運用できる自動監視システムのニーズを受けて、著者らは既存の設備である CCTVを有効利用した交
通流計測や旅行時間計測の自動化に取り組んでいる。本システムでは 2地点間の旅行時間計測に郊外部の道
路環境の特徴と車両の色情報を利用している。（図 3）郊外部の道路環境には以下のような特徴がある

　このような道路環境から、ある地点で観測された車群は付近の地点で似通った特徴をもった車群として観
測されると考えられる。車両の画像から抽出した、色相の情報をパラメータとして車群単位でマッチングを
行う。得られた結果から、2地点での車両通過時間の差を計算して旅行時間とする。
　図 4・図 5の中で、斜め方向の線は上流側と下流側の車両の色相値が一致していることを示している。横
方向の場合は、下流側にて流出が発生したことを示している。縦方向の場合は、下流側にて流入が発生した
ことを示している。

　マッチングを実行する際には、一致した車両が連続するほど出力結果のスコアが高くなるように設定して
おく。もっともスコアが高いパターンを以て 2地点間の車群が一致していると判断し、それぞれの車両ごと
に旅行時間を算出する。マッチング方法を利用して、色相の順列を評価し、旅行時間を計測した。特徴のあ
る色相のパラメータは、計測地点が違っても精度よくマッチングさせることができ、渋滞時でも旅行時間計
測のための２地点間車群マッチングに適用できることがわかった。今後はさまざまな気象条件、日射条件に
ついて検証を進めたい。道路ユーザーである一般ドライバーからのニーズとして、道路状況の案内、異常事
象時の情報提供、旅行時間の把握に高い関心が寄せられているため、ユーザーに対する情報提供についても
検討を続けていきたい。

図 3　CCTVを使用した旅行時間計測

図 4　色相値のマッチング例 図 5　車両流入・流出の例
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Abstract: It has passed five years since the establishment of Regional ITS Infrastructure Research Center in the 
Research Institute of Kochi University of Technology in April 2004. The regional ITS aims to solve the regional specific 
road traffic problems by information technologies and to contribute the vitalization of regional area which we may call 
the “Grass Roots ITS”. When we established the Center we proposed the eight purposes for five years which we called 
“Eight Regional ITS Goals”. In this paper we will introduce our five past activities and deployment status of ITS in 
Kochi.


